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取り組み方が
分からない

時間がない 脱炭素の取り組み
はおしゃれ！

脱炭素の取り組み方が分からなかった
り、取り組む時間がないというマイナス
なイメージが根付いている

マイナスなイメージを「おしゃれで
クールな暮らし」へとイメージアップ
させるにはどうしたら良いか？
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②イメージUP施策

・表彰

・インフルエンサーとの協働

・コストメリットの提示

・アートとの融合

①様々な手段を用いた広報活動
例）パンフレット

SNS

市のホームページ

②イメージUP作戦
例） 表彰

インフルエンサーとの協働

コストメリットの提示

アートとの融合
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https://www.city.sendai.jp/haiki-shido/kurashi/machi/genryo/gomi/shusekijo/shindan.html

⇒
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市民の脱炭素行動が日常的になる

脱炭素へのイメージ向上

幼少期から脱炭素を意識するようになる

仙台市の環境ブランドが向上

コミュニティの強化

家庭分野からのCO₂削減効果



THANK YOU!


